
 ★被災地等を支援する  【 JOSOたす けあい基金】   は注文番号  5 0 0 2 5 3   1口500円にて毎週受け付けて  います。ご協力よろしくお願い致します。 

 ★  関東子ども健康調査支援基金【 寄付】   　注文番号：  5 0 0 2 5 2   　1口1000円～　にて毎週受け付けてい  ます。ご協力よろしくお願い致します。 

 ★  東海第二原発差止訴訟基金【 寄付】   　注文番号：  5 0 0 2 5 1   　1口500円にて毎週受け付けていますご協  力お願い致します。 

 ★  JOSO脱プラ基金  は注文番号：  5 0 0 2 5 4   　1口500円にて毎週受け付けていますご協力お願い致します。 

  News Letter  　 
 2024年1月1回号　発行：常総生協広報G 

 2022-23年度活動テーマ（案）「  つくると食べるでつながろう　～私たちの地産地消～  」 

 今シーズンも  待ってました！ 
 　　　　　　　三浦大根      

                〜いよいよシーズン本番です〜 

   

 2002年12⽉。「⽊村さん、在来種の三浦⼤根って美味しいら 
 しいんですが、作って頂けますか︖」との⽣協からのお願い 
 に「いいよ︕」と快諾の⼀⾔で栽培が始まった三浦⼤根。 

 今年で23年（作）⽬の供給となります。 

  三浦⼤根は  「⼤きくて抜くのが⼤変」「⼤きくて箱に収ま 
 らないので買い⼿がつきにくい」「⼤きさのばらつきが出や 
 すい」「育てにくい」等々  の理由で段々と作付けが少なく 
 なってしまった品種です。現在では国内に出回る⼤根の  1％未 
 満  となってしまいました。 

  しかし、なますにした時のみずみずしさ、⾵呂吹きにした 
 時の⽢味、ジューシーさは格別です。【次⾴へ続く】  ■組合員のみなさんへ■ 

 今年も三浦⼤根が「やっと」できました。 
 と⾔うのは、9⽉に種蒔きをしたのですが、猛暑の影 
 響で発芽させるのに、とても⼿こずりました。 
 秋が深まってもずっと暖かい⽇が続き、今度はシンク 
 イムシが⼤発⽣。例年、常総さん⽤に作る三浦⼤根は 
 農薬は使わないのですが、今年は成育初期に使わざる 
 を得ませんでした。 
 2⽉末までは出荷出来る予定ですが、12⽉になっても 
 暖かい⽇が続いていますので、どんどん育ってしまい 
 ひょっとしたら「早じまい」の可能性もあります。ぜ 
 ひ、無くなる前に⼀度は召し上がって頂けますと嬉し 
 いです。（⽊村） 

 【おしらせ】 
 三浦⼤根については農薬使⽤無しで作付け頂いていました 
 が、今年は9⽉の成育初期段階でシンクイムシ（芯喰⾍） 
 が⼤発⽣し、農薬（⾮・ネオニコ系）を１回使わざるを得 
 ない状況となりました（それ以降の農薬使⽤はありませ 
 ん）。 
 ※シンクイムシ︓成⻑点等を⾷べてしまい、⾷べられた⼤ 
 根等作物はその後上⼿になかなか育ちません。 

 2024年1月の予定 

 〇生協基幹運営/地域活動・催し●  〇提携・協同・連帯企画● 

 〇「常総っ子応援団」ゴンタで遊ぼうin流星台プレイパーク 
 ※毎週木曜日に外遊び活動をしています！（1/4はお休みです） 

 ・1/20(土） 平和の集い「歴史を学ぼう～未来のために」 
 　　　　　　　ニッコーの中華冷食を楽しむ講習会@つくば 
 ・1/24(水） 脱原発とくらし見直し委員会 
 ・1/27(土） プレス・オールタナティブ（チョコ・カレー）講習会 
 ・1/31(水)定例理事会 

 ・1/9（火）茨城県生協連理事会＆新春交流会 
 ・1/13(土） 「原発をとめた裁判長」上映会＆講演会＠つくば 
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 SNSでつながり、交流、共有していこう︕ 

  〜岩瀬牧場からお知らせ〜   
 Facebook＆Instagram始めました︕ 

   
  組合員の皆さんにも⼈気の「岩瀬さんの豚⾁」。 
  少しでも岩瀬牧場や養豚の事を⾝近に感じてもらえればと思い、これまでカタログ紙⾯のコ 
 ラムやニュースなどで岩瀬牧場の様⼦や養豚の取り組みなどについて情報を発信、紹介してき 
 ました。 

  国内では、2018年9⽉に24年ぶりとなる豚熱（ＣＳＦ）の発⽣が確認されて以降、感染が拡 
 ⼤。茨城県でも2020年6⽉以降、豚熱に感染した野⽣イノシシが確認され、現在もその状況は 
 続いています。⽣産現場では、⾝近に迫る豚熱の脅威に対して感染を防ぐために、敷地周辺の 
 柵の設置や消毒の徹底、外部の⼈を⼊れないなど防疫には常に気を配っています。 

  そうした中で、実際に現地を訪れての交流は難しくても  「養豚現場の様⼦を 
 もっとリアルタイムに伝えたい︕岩瀬牧場をもっと⾝近に感じてもらいた 
 い︕」  という思いで岩瀬牧場の公式ＳＮＳを開設しました。対⾯での交流がで 
 きなくても⼈と⼈とのつながりが持てる場としてＳＮＳを活⽤し、交流を図っ 
 ていきたいと思います。 

  「今の時期はどんな作業をしているのかな︖」「牧場ではどん 
 な事をやっているの︖」など気になる⽅もいると思います。⽇々 
 の牧場での出来事や、作業の様⼦などの情報を牧場担当職員の横 
 関が定期的にアップしていきます（たまに岩瀬さんからのメッ 
 セージもあるかも︕︖）。皆さんからのたくさんのフォロー、お 
 待ちしています♪ 

 【下記ＱＲコードからどうぞ↓】 

 公式Instagram             公式Facebook 
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